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　手稲北小学校にある28アールの学校農園「むぎわらぼうし」。
そこで32年間にわたり子どもたちに畑仕事を教えているのが尾
池純一さんです。地域教育に多大な貢献をされていることから、
今年10月に同校体育館で手稲区長より表彰されました。
　学校農園は「手稲の特産であるスイカを子どもたちと作れた
ら」という尾池さんの思いからスタートし、数年後「むぎわら
ぼうし」と名付けられました。今日に至るまでたくさんの子ど
もたちがスイカやジャガイモ、トウモロコシなどの栽培を体験
しています。　
　「むぎわらぼうし」の一年は、４月の畑おこしから始まり、
５月は定植、６月、７月は畑の管理として、水やり、草取り、
病害虫駆除をしています。８月からは収穫をして、10月には翌
年に向けた畑づくりをしています。尾池さんは自身の農作業の
かたわらこの農園の管理に気を配っています。
　「子どもたちからたくさんのお礼状をもらったのが印象に残
りました」とうれしそうに話す尾池さん。「農園での体験を通
して、子どもたちの中から一人でも多くの子が、食べ物をつく
る仕事に就いてくれるといいですね」と笑顔で語ってくれました。
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　手稲区では、平成18年１月に区内の町内会、各種団体、学校などの代表者で
構成される「ていねっていいね！区民の集い」で、「みんなで創ろう犯罪のな
い“ふるさと手稲”宣言」を採択し、地域の防犯意識の向上と自主的な防犯活
動に取り組んでいます。
　今回は、その取り組みのひとつとして平成18年度から行っている、ていね「子
どもたちのセーフティネット」事業について紹介します。

犯罪被害に遭わないための
危険な場所に注意する取り組み

　　　　　　立正大学の小宮信夫教授を講師に迎え、「犯罪に遭わない子どもと地
域（まち）」と題する講演会を開催しました。
　講演では、犯罪発生を防ぐためには、「不審者」に注意するのではなく、地域に
潜む「危険な場所」に着目し、住民の交流により「犯罪の機会をなくす」ことが重
要であり、子どもの犯罪被害を防ぐ手法として、「地域安全マップづくり」が有効
との話がありました。

　講演会に続き、小宮教授指導のもと手稲鉄北、稲積の両
小学校で子どもたちによる「地域安全マップ」づくりが行
われました。
　大人がつくる「不審者マップ」や「犯罪発生マップ」ではなく、
子どもたちが自らまちを歩いて、「どのような場所に注意が
必要か」を調べ、手作りの地図に書き込んでいきました。
　参加した子どもたちは、「身近に危険なところなんてない
と思っていたのに、こんなにあるなんてびっくりした」「こ
れからは、気をつけないと」と話していました。　

　手稲区では、この取り組みを多く
の地域で参考にしていただくため、
マップづくりの様子をまとめたＤＶ
Ｄを、区内の小中学校やまちづくり
センターなどに配布しました。
　このＤＶＤは、区役所で貸し出し
を行っていますので、興味のある方
は、区役所までご連絡ください。
　

　「地域安全マップ」づくりは、星置児童会館や手稲西小
学校でも行われ、区内で広がりを見せています。

　子どもたちが「地域安全マップ」づくりを通
して見つけた危険を誘発する場所。
　このような場所を地域として解決していこう
と、地域住民で作る「稲積安全・安心まちづく
り協議会」では、稲積小の子どもたちと軽川に
架かる前田橋の橋脚に書かれた落書き消しを行
いました。

犯罪被害に直面したときに
対処する取り組み

　　　　　　市内で活動する「ネットワークＣＡＰさっぽろ」代表の小野寺るみ子さんを講
師に迎え「子どもを暴力から守り支えるうえで大人にできること」と題する講演会を開催しま
した。
　講演では、実際に子どもが犯罪に遭遇したときに身を守るための知識や、技能など対
処の仕方、そのとき子どもをどうサポートしていくかについての話がありました。

　　　　　　　　　講演会に続き、ネットワークＣＡＰ
さっぽろの指導のもと、区内の５カ所の児童会館と協力
して、親子を対象とした体験型学習を行いました。
　子どもと大人はそれぞれ別の部屋で、子どもは犯罪に
遭遇した時にどう対処すればいいかを寸劇で体験し、大
人は子どもをどのようにサポートしていけばいいかなど
についての講義を受けました。
　この中で、「子どもたちは安全に安心して生きることが
でき、自分の心の中や体が強いと感じられる自信が持て、
自分が本当にしたいことを選ぶ自由がある」「子どもを孤
立させないことが大切」との話がありました。

子どもに相談されたら

手稲区役所地域振興課まちづくり調整担当　☎ 681-2400（内線219・227）
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共感を持って耳を傾ける　　　　　　　　

・つれていかれそうになったときは、
むこうずねを蹴ったり足の甲を踏んで、
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子どもたちができること
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▲講演する小宮教授
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▼マップをつくって発表

▲子どもたちと
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その後

子どもたちが被害者に
　ならないために！

▲講演する小野寺代表

▲子どもたちも参加して

▲大人たちも真剣に

▲寸劇でわかりやすく

○再び危険に遭わないために何ができるか一緒に考えてください

○まず話を聞いてください

・どんなことが起こったか、どんな対応をしたか、
危険に遭わないためにできることは何か、子どもと一緒に考えてください
・その中で、どれが実際にできるか子どもが決める手助けをしてください
・できそうなことを一緒に練習してみてください

それでもダメなら
　逃げよう！

そして、どんなことがあったか
　だれか信頼できる大人に相談しよう！

危ないと思ったら
　いやだと言ってもいいよ！

右ページのＤＶＤの貸し出しとこのページに関するお問い合わせは
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＝前田まちづくりセンター＝

手稲区の７つのまちづくりセンターから各地区の話題をお届けします。
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。

▲上田市長と意見交換を行いました

▲ふれあい祭りの会場

▲お宝さがしませんか？

▲訓練でも全員真剣な表情です
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　初めてお父さん、お母さんになるご夫婦を対象
に、人形を使った赤ちゃんの入浴練習やお父さん
の妊婦体験などを行う両親教室。慣れない手つき
ながらも、和やかな雰囲気の中、交流を深めました。

▲7.2kgの妊婦体験ジャケットを付け、妊
婦の大変さを実感

 　「地域で、みんなで子育て支援～子どもの心に
ふるさとを～」をテーマに子どもを安心して生み
育てることができるまちづくり、子育てに優しい
ふるさとづくりについての講演が汐見稔幸氏（白
梅学園大学学長）により行われました。

ウオッチング・ていね

子育て支援講演会（10/26）

両親教室（11/9）

▲しっかり頭を支えてお風呂に入れます

▲素早くていねいに着替えさせます

▲参加者は真剣に耳を傾けました

▲講演の様子

しお み ゆきとし

広告
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◆
手
稲
区
民
ダ
ン
ス
の
集
い

日
時　

12
月
21
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
3
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
。

費
用　

300
円
。

持
ち
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ヒ

ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
新
春
囲
碁
大
会

日
時　

１
月
27
日
㈰
。
午
前
9
時

５
分
か
ら
（
午
前
8
時
45
分
〜
9

時
５
分
に
受
け
付
け
）。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
は
ま

な
す
、
3
階
す
ず
ら
ん
。

対
戦
方
法  

有
段
者
・
級
位
者
の

2
ク
ラ
ス
（
4
回
戦
）。
各
ク
ラ
ス

上
位
3
位
ま
で
表
彰
。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

定
員　

有
段
者
32
人
、
級
位
者
20

人
（
先
着
順
）。

費
用　

300
円
。

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

申
込　

1
月
7
日
㈪
か
ら
費
用
を

添
え
て
窓
口
ま
で
。
受
付
時
間
は

午
前
9
時
〜
午
後
7
時
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
引
き

続
き
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

区
民
セ
ン
タ
ー

（
前
田
１
条
11
丁
目
）

☎
(681)
5
1
2
1

◆
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て

講
師　

落
合
亨
氏
（
お
ち
あ
い
内

科
・
消
化
器
科
医
院
医
師
）。

日
時　

12
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
3
時
。

会
場　

曙
第
2
会
館
（
曙
7
条
3

丁
目
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(681)
1
2
1
1

◆
楽
し
い
お
話
会

　

12
月
15
日
㈯
、
22
日
㈯
、
１
月

5
日
㈯
の
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
。

◆
子
ど
も
映
画
会

 

12
月
15
日
㈯
、
1
月
5
日
㈯
の

午
後
3
時
5
分
か
ら
30
分
程
度
。

※
12
月
12
日
㈬
と
1
月
9
日
㈬
は

施
設
点
検
日
の
た
め
、
12
月
26
日

㈬
は
図
書
整
理
日
の
た
め
休
館
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
年
末
年
始
は
、
12
月
29
日

㈯
か
ら
１
月
3
日
㈭
ま
で
休
館
と

な
り
ま
す
。
新
年
は
１
月
4
日
㈮

か
ら
開
館
し
ま
す
。

　
　
　

曙
図
書
館
（
曙
2
条
１
丁

目
）☎
(685)
4
9
4
6

　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
。

内
容　

そ
り
遊
び
、
雪
だ
る
ま
作

り
、
人
間
ば
ん
ば
、
ま
ま
ご
と
、

宝
探
し
な
ど
。

日
時　

1
月
9
日
㈬
、
１
月
10
日

㈭
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
。

会
場　

１
月
9
日
㈬･

手
稲
中
央

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
荒
天
時
は

同
校
体
育
館
（
と
も
に
手
稲
本
町

3
条
2
丁
目
）。
10
日
㈭･

稲
積

公
園
（
前
田
１
条
5
丁
目
）、
荒

天
時
は
稲
積
中
学
校
体
育
館
（
前

田
4
条
5
丁
目
）。
両
会
場
周
辺

に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　

区
内
ま
た
は
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
（
就
学
前
の
お
子
さ
ん

は
保
護
者
同
伴
）。

申
込　

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

※
暖
か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
　

健
康
・
子
ど
も
課
子
育
て

支
援
係
☎
(681)
2
4
0
0
内
線
555

曙
図
書
館
か
ら

手
稲
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

区
民
セ
ン
タ
ー
か
ら

人　口　138,600人　（-23）
世帯数　  54,062世帯（+53）
　　　（　）内は前月比
　　　 11月1日現在

12月11日から1月10日までの区内の情報です

手稲区シンボルマーク

申
込
先
・
詳
細

医
療
講
演
会
のお

知
ら
せ

詳
細

詳
細

詳
細

お
ち
あ
い
と
お
る

区　分 収集地区 12月最後
の収集日

燃やせる
ごみ

燃やせない
ごみ

 資源物
・びん･缶･
　ペットボトル 

・プラスチック

大型ごみ ※

月･木の地区

火･金の地区

水の地区
木の地区

月の地区

水の地区
木の地区
金の地区

手稲区全地域

1月最初
の収集日

25日（火）

24日（休）

28日（金） ４日（金）

31日（月） ７日（月）

８日（火）

７日（月）

※大型ごみ
　収集日の2日前までに電話で申し込みをし、戸別収集となります。
（手稲区の収集日は毎週水曜日）。
申込先：大型ごみ収集センター　☎281-8153
　　　  （12月29日（土）から1月3日（木）まで休みます。）

年末年始のご案内 区役所は12月29日（土）から1月3日（木）まで休みます｡

　詳細　西清掃事務所（西区発寒15条14丁目）　☎664-0053

●ごみ収集
　ごみの収集は年末は12月31日（月）まで、年始は１月4日（金）
から始まります｡
　各地区の年末年始の収集日は右表のとおりです。
　なお､一部の地区でいつもより収集時間が早くなることがあ
りますので、ごみは必ず収集日当日の朝8時30分までに、ごみ
ステーションにお出しください。

●窓口業務
　住民票・印鑑証明などの各種証明、出生届・死亡届などや、
市税の納入など窓口業務については、本誌全市版34ページを
ご覧ください｡
　なお、窓口は12月中旬から混雑することが予想されますので、
お早めにお越しください｡

金の地区

火の地区

26日（水） ９日（水）

年末・年始の
申 込 期 限

31日（月）

28日（金） ４日（金）

27日（木） 10日（木）

７日（月）

26日（水） ９日（水）

27日（木） 10日（木）

28日（金） ４日（金）

26日（水） ９日（水）

手稲　�2007ー●12 ー広報さっぽろ



◆
子
育
て
講
座
て
い
ね
っ
こ
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
8

内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
体
操

な
ど
。

日
時　

2
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
。

会
場　

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
１
階
大
ホ
ー
ル
（
手
稲
本
町

３
条
１
丁
目
）。

対
象　

0
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
と
保
護
者
、
妊
婦
。

定
員　

先
着
50
組
。
参
加
無
料
。

申
込　

12
月
11
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
。
受
け
付
け

は
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
。

　
　
　
　
　
　
　

手
稲
区
保
育
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ち
あ
ふ

る
・
て
い
ね
）（
手
稲
本
町
3
条

2
丁
目
）。☎
(681)
3
1
6
2

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
第
6
期
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
お
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談　

12
月
11
日
㈫
、
13
日

㈭
、
18
日
㈫
、
20
日
㈭
の
午
後
8

時
ま
で
。

休
日
相
談　

12
月
16
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
2
時
30
分
。

場
所　

区
役
所
２
階
②
番
窓
口

（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

◆
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
区

役
所
保
険
年
金
課
へ
。

　
　
　

保
険
年
金
課
収
納
係

☎
(681)
2
4
0
0
内
線
394･

395

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

講
演
会

　

問
題
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

講
師　

鵜
飼
紅
良
氏
（
札
幌
市
消

ち
あ
ふ
る
・
て
い
ね

　
　
　
　
　
　
　

か
ら

星
置
地
区セ

ン
タ
ー
か
ら

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

費
者
セ
ン
タ
ー
啓
発
主
任
）。

日
時　

12
月
14
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。

会
場　

同
地
区
セ
ン
タ
ー
体
育
室
。

定
員　

先
着
150
人
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◆
入
門
か
ら
は
じ
め
る
韓
国
語

講
師　

チ
ェ
・
チ
ョ
ン
ア
氏
。

日
時　

１
月
19
日
㈯
〜
3
月
8
日

㈯
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
8
回
）。

対
象　

区
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
（
中
高
生
を
除
く
）。

定
員　

先
着
20
人
。

費
用　

受
講
料
5
千
円
（
教
材
費

込
み
・
開
講
日
納
入
）。

持
ち
物　

筆
記
用
具
。

申
込　

12
月
26
日
㈬
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　

星
置
地
区
セ
ン

タ
ー
（
星
置
2
条
3
丁
目
）

☎
(695)
3
2
2
0

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

詳
細

3,000円

6,300円
（5,000円）

20 ５

午前９時～10時
冬休み

キッズサッカー年長

②

１月9･10･11
･12･13日

午前10時15分
～11時15分
午前11時30分
～午後０時30分

③

冬休み
キッズサッカー

冬休み
キッズテニス

①

ゴルフ基礎

ゴルフ形成
26 ７ ２月９日

 ～３月29日

水
　
日
〜

土

午前９時00分
～10時30分
午前10時50分
～午後０時20分

受講料
（65歳以上）

対象　①幼稚園年長（５･６歳）。②小学１・２年生。③16歳以上。
申込　12月11日（火）～17日（月）午前10時～午後８時に電話または直接ご来
館ください。
抽選　定員を超える場合は、12月19日（水）午後３時から同体育館１階多目
的室で抽選を行います（電話での問い合わせは午後４時以降）。
受講料納入　12月19日（水）～25日（火）に直接体育館で納入。
※受講料のほかに、毎回施設利用料（一般390円、高校生230円、65歳以上
130円）が必要です。高校生は生徒手帳を、65歳以上の方は年齢を証明でき
るものをお持ちください。
※定員に満たない場合は中止することがありますのでご了承ください。
※抽選後「受講可能」となった場合、その権利を他人に（家族でも）譲渡
することはできません。

手稲区体育館から手稲区体育館から
曙２条１丁目☎684-0088

◆スポーツ講習会受講者募集◆
講習会名・対象 回数 講習会日程定員 曜日

◆対象の方には案内状を郵送いたしますので、12月14日（金）
までに案内状が届かない場合はご連絡ください。
▼対象の方　
　区内に住民登録をしている、昭和62年４月２日から昭和63
年４月１日までに生まれた方（外国人登録している方を含む）。 
　なお、区内に住民登録をしていない方には案内状を送付しま
せんが、現在お住まいの方、帰省中の方なども出席できます。
出席を希望される方は、当日直接会場へお越しください。
※案内状をご希望の方は、電話で連絡願います。
▼日時　
　１月14日（祝）午後１時30分から
　（開場：午後１時）。
▼会場　
手稲区体育館（曙２条１丁目）
※駐車場はありませんので
公共交通機関をご利用ください。

平成20年手稲区成人式の
　　　　案内状をお送りします

詳細　地域振興課地域活動担当　☎681-2400 内線255

う

が
い
あ
か

ら
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　10月16日・17日の２日間、来庁者アンケートを実施しました。
調査の目的は、区役所における市民サービスの現状を評価し、現在手稲区で取り
組んでいる「サービスアップ運動」を推進していくことです。477人の皆さまか
ら回答をいただきました。その結果の一部をご紹介します。

　手稲区では、日ごろから職員一丸となって接遇向上に努めておりますが、今後
とも区民の皆さまに愛され、親しまれる区役所づくりを目指し、「親切ていねイ」
運動を続けてまいります。アンケートにご協力いただき、誠にありがとうござい
ました。

　皆さまは区役所に何を求め、どのようなことを期待しているのか、意識調査を併せて実施し
ました。
　６項目（①職員の応対の親切さ・身だしなみ・言葉づかい、②待ち時間の解消、③職員の説明
の分かりやすさ・制度等への精通、④プライバシーへの配慮、⑤案内の分かりやすさ・設備の充実、
⑥市民への情報提供・公開）について回答していただいたところ、どの項目も高い期待が示され
ました。その中でも「職員の説明の分かりやすさ・制度等への精通」、「職員の応対の親切さ、身
だしなみ、言葉づかい」に対する期待が特に高い結果となり、これを受けて今後、手稲区ではプ
ロジェクトチームを発足させ、どのように期待に応えていくべきか検討していく予定です。

▽ 職員の接遇▽ 職員の接遇 ▽ 接遇などの改善▽ 接遇などの改善

▽ 区役所に期待すること▽ 区役所に期待すること

良い
どちらかというと
良い

どちらかというと
悪い
悪い

良くなった

変わらない

悪くなった

分からない

　職員の接遇については、「良い」が46.2％、「どちらかというと良い」が46.4％、合わせると全
体の９割に達し、高い評価をいただきました。また「以前と比べて接遇等が改善したか」に
ついては、「悪くなった」が1.3％に対し「良くなった」が79.8％に達し、こちらも高い評価をいた
だきました。今後も、さらなる接遇向上に努めてまいります。

6.2％

46.2％46.4％

4.8％ 0.4％

普通

2.2％

79.8％

1.3％

12.7％

詳細　総務企画課庶務係　☎681-2400 内線212
広告


